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立神峡だより

立神峡里地公園に救命ブイおよび監視カメラを設置

　公園にはこの夏も、多くの観光客と宿泊客が
訪れましたが、年々増える観光客への対応およ
び安全確保の観点から、監視カメラと救命ブイ
を設置しました。
　監視カメラの設置については、断崖絶壁や
高所のため、危険をはらむ作業でしたが、レン
ジャー訓練を受けた元隊員も加わり、無事に設
置が完了しました。詳しい設置箇所については、
秘密ですが、これにより、管理棟から公園全体
の様子を把握し、たとえ観光客が危険な状況に
陥っても、速やかに対処可能になりました。
　救命ブイは、落石の危険がある岩肌の川沿いに設置しました。水難事故防止に大きな効果があると期待されます。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

「九州ふっこう割」で立神峡へお越しください！
　九州観光が熊本県からの支援により、県内への宿泊が７割引となる
「九州ふっこう割熊本宿泊券」を販売しております。立神峡里地公園
もこの事業に参加していますのでぜひご利用ください。まずは、「立
神峡公園」で検索。予約してから宿泊券をご購入下さい。

　例えば、ログハウス1棟が12,000円（町内居住者）ですので、
5,000円の宿泊券2枚に2,000円で宿泊が出来ます。5,000
円券が1,500円で購入できますので、手出し5,000円で宿泊
が可能となり、7,000円もお得です。

◆購入方法　VISIT熊本県　050-3775-4724 までお問い合わせください。

▲防犯カメラで皆さまの安全を守ります

▲救命ブイ設置作業 ▲より安全に立神峡をお楽しみください
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